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	１．妻の就労の有無による夫の生活満足度
	生活全般について満足している夫は、専業主婦世帯がやや多い（図表１-１）
	「家庭生活・家族関係」の不満点は「家計の状態」。とくに共働き世帯で顕著
	共働き世帯の夫の４割強が、自分に十分な収入があれば妻は専業主婦がよい（図表１-４）

	２．親世帯との住まい方による「家庭生活・家族関係」の満足度
	「家庭生活・家族関係」に満足している割合は、配偶者の親と同居している人が低い（図表２-１）
	満足点は「家族の健康状態」と「子どもの成長」（図表２-２、２-３）
	不満点は「家計の状態」。親同居世帯では「家庭内の雰囲気」も（図表２-２、２-３）

	３．子どもを持つことのプラス面とマイナス面
	子どもを持つことのプラス面のトップは、男性は「生きる力になる」、女性は「自分が成長できる」
	子どもを持つことのマイナス面のトップは、男女とも「教育費などにお金がかかる」

	４．家事の分担、子育ての分担の考え方
	子どものいる世帯では、家事の分担は〝妻中心派〟が多い（図表４-１）
	子育ての分担は、〝夫婦平等派〟が過半数（図表４-２）

	５．子どもを通じた近隣や地域社会とのつきあい
	「子どものいる世帯」は、近隣や地域の人々とのつきあいが深い（図表５-１）
	「子どものいる世帯」は今後もつきあいを深めたい意向（図表５-２）

	６．子どものいない共働き夫婦の生活満足度と職業観
	子どものいない共働きの女性は、生活満足度が高い（図表６-１、６-２）
	子どものいない共働き女性は、仕事に生きがいを求め、仕事の内容を重視
	家族との生活で重視することは、男女間で微妙に相違（図表７-１）
	夫婦のあり方についても男女間で相違（図表７-２、図表７-３）

	８．50歳代後半の世代の定年後の住まい方に関する意識
	定年後は「夫婦または単身で住みたい」が男女ともに５割（図表８）
	男性は息子世帯と「同居」、女性は子ども世帯と「近居」を希望
	生活満足度は、すべての項目で女性のほうが高い
	結婚願望は男性のほうが強い（図表９-４）

	30歳代未婚者の生活満足度と結婚観�　　――同年代の既婚者、20歳代の未婚者との比較――
	30歳代の未婚男性は、生活や仕事の状況に満足している人が少ない
	結婚のプラス面、マイナス面（図表10-３、図表10-４）

	東京と大阪の生活観の比較
	大阪のほうが現在の生活の〝満足派〟がやや多い（図表11-１）
	習慣・伝統を尊重する意識は西高東低
	サイフの紐の固い大阪人
	近隣や地域の人々とのつきあいは、大阪のほうが多い（図表11-５）


